
火 災





解   説 

１ 火災の定義 

  「火災」とは、人の意図に反して発生し若しくは拡大し、又は放火により発生して消

火の必要がある燃焼現象であって、これを消火するために消火施設又はこれと同程度の

効果のあるものの利用を必要とするもの、又は人の意図に反して発生し若しくは拡大し

た爆発現象をいう。 

＊「爆発現象」は、化学的変化による爆発の一つの形態であり、急速に進行する化学

反応によって、多量のガスと熱を発生し、爆鳴・火炎及び破壊作用を伴う現象をいう。 

２ 火災の種別 

  火災は、次の種別に区分する。この場合において、火災の種別が２以上複合するとき

は、焼き損害額の大なるものの種別による。ただし、その態様により焼き損害額の大な

るものの種別によることが社会通念上適当でないと認められるときはこの限りでない。 

（１）建物火災 

  ア 「建物火災」とは、建物又はその収容物が焼損した火災をいう。 

  イ 「建物」とは、土地に定着する工作物のうち屋根及び柱若しくは壁を有するもの、 

観覧のための工作物又は地下若しくは高架の工作物に設けた事務所、店舗、興業場、

倉庫その他これらに類する施設をいい、貯蔵槽その他これに類する施設を除く。 

  ウ 「収容物」とは、原則として柱、壁等の区画の中心線で囲まれた部分に収容され

ている物をいう。 

（２）林野火災 

  ア 「林野火災」とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災をいう。 

  イ 「森林」とは木竹が集団して生育している土地及びその土地の上にある立木竹と、 

これらの土地以外で木竹の集団的な生育に供される土地をいい、主として農地又は

住宅地若しくはこれに準ずる土地として使用される土地及びこれらの上にある立

木竹を除く。 

ウ 「原野」とは、雑草、灌木類が自然に生育している土地で人が利用しないものを

いう。 

エ 「牧野」とは、主として家畜の放牧又は家畜の飼料若しくは敷料の採取の目的に

供される土地（耕地の目的に供される土地を除く。）をいう。 

（３）車両火災 

「車両火災」とは、次に区分する自動車車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれら

の積載物が焼損した火災をいう。 

ア 「自動車車両」とは、イの鉄道車両以外の車両で、原動機によって運行すること

ができる車両をいう。 

イ 「鉄道車両」とは、鉄道事業法（昭和６１年法律第９２号）における旅客、貨物

の運送を行うための車両又はこれに類する車両をいう。 
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（４）船舶火災 

ア 「船舶火災」とは、船舶又はその積載物が焼損した火災をいう。 

イ 「船舶」とは、独行機能を有する帆船、汽船及び端船並びに独行機能を有しない

住居船、倉庫船、はしけ等をいう。 

（５）航空機火災 

ア 「航空機火災」とは、航空機又はその積載物が焼損した火災をいう。 

イ 「航空機」とは、人が乗って航空の用に供することができる飛行機、回転翼航空

機、滑空機、飛行船等の機器をいう。 

（６）その他の火災 

    「その他の火災」とは、（１）から（５）までに掲げる火災以外の火災（空地、田

畑、道路、河川敷、ごみ集積場、屋外物品集積場、軌道敷、電柱類等の火災）をいう。 

３ 焼損棟数 

 （１）焼損棟数の算定方法 

ア 「焼損棟数」とは、焼損した建物の棟数をいう。 

   イ 「棟」とは、１つの独立した建物をいう。ただし、渡り廊下の類で２以上の棟に 

接続しているものは、その部分を折半してそれぞれの棟と同一の棟とする。 

 （２）焼損程度 

    焼損の程度は、次のとおり区分する。 

ア 全焼 

     建物の７０パーセント以上を焼損したもの、又は、これ未満であっても残存部分

に補修を加えて再使用できないものをいう。 

  イ 半焼 

        建物の２０パーセント以上７０パーセント未満を焼損したものをいう。 

  ウ 部分焼 

     全焼、半焼及びぼやに該当しないものをいう。 

  エ ぼや 

     建物の１０パーセント未満を焼損したもので、かつ、焼損床面積及び焼損表面

積が１平方メートル未満のもの、又は、収容物のみを焼損したものをいう。 

４ り災世帯数 

 （１）り災世帯数の算定方法 

ア 一般世帯又は施設等の世帯については、国勢調査の例に準じてり災世帯数を算

出する。 

イ 共同住宅の共用部分のみり災した場合には、り災世帯数を計上しない。 

５ 損害額 

 （１）火災損害の意義 

ア 「火災損害」とは、火災によって受けた直接的な損害をいい、消火のために 

要した経費、焼跡整理費、り災のための休業による損害等の間接的な損害を除く。   
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イ 火災損害は、焼き損害、消火損害又は爆発損害に区分する。 

（ア）「焼き損害」とは、火災によって焼けた物及び熱によって破損した物等の損害

をいう。 

（イ）「消火損害」とは、火災の消火行為に付随して発生する水損、破損、汚損等の

ものの損害をいう。 

  （ウ）「爆発損害」とは爆発現象により受けた破損等の損害で、前記(ア)(イ)以外の 

損害をいう。 

６ 死者及び負傷者 

（１）死者及び負傷者の範囲 

ア 「死者」又は「負傷者」とは、火災現場において火災に直接起因して、死亡した

者（病死者を除く。）又は負傷した者をいう。この場合、消防吏員及び消防団員に

ついては、火災を覚知した時より現場を引き揚げる時までの間に死亡した者又は負

傷した者をそれぞれ死者又は負傷者とする。 

イ 火災により負傷した後３０日以内に死亡した者は、火災による死者とする。 
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１  火災の概況（５年間）

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
（平成31年）

42 41 44 31 37

31 23 28 18 19

3 9 9 5 10

8 9 7 8 8

68 23 52 18 25

43 17 32 6 24

95 31 61 15 62

2,559 670 1,301 1,140 530

175 71 227 9 72

373,661 81,950 159,960 81,959 158,108

4 3 3 2 2

9 4 7 1 4

死傷者数（人）

死　　　　　者

負　　傷　　者

２　火災発生件数の推移（10年間）

建物焼損表面積（㎡）

年　
区　分

総出火件数（件）

建　物　火　災

車　両　火　災

建物焼損床面積（㎡）

損害額（千円）

船　舶　火　災

そ の 他 の火 災

焼損棟数（棟）

り災世帯数（世帯）

り災人員（人）
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令和５年

　種　　別 建 車 そ
の 計

物 両 他

5 5

1 1

1 1 2
1 1

1 1
（３）　覚知方法別件数 1 1

1 1
1 1 2

1 1

1 1
1 1

3 2 5

1 1

2 2

1 1 2

1 1

種別 建 車 そ
の 計 1 1

区分 物 両 他
4 1 3 8 1 1
6 2 0 8 1 1
9 7 5 21

19 10 8 37
.

3 3 6

19 10 8 37

（２）　火災種別発生件数

 地　　名

彦　沢
彦　成
彦　野

合　計

寄　巻
早稲田

三　郷
南蓮沼
茂田井
谷　口
谷　中

彦　糸
彦　江
彦　音
彦川戸
彦　倉

ピアラシティ

田中新田
丹　後
中　央
天　神
戸ヶ崎
仁　蔵
花和田
番匠免
半　田

下彦川戸

新　和
前　間
高　州
鷹　野

新三郷ららシティ

駒　形
小谷堀

栄
笹　塚

さつき平

上　口
上彦川戸
上彦名
幸　房

鎌　倉

(５)　地名別火災発生件数

本　署
南分署
北分署

（４）　管内別火災発生件数　令和５年

計

東　町
市　助

泉
岩野木

インター南
後　谷
采　女

采女新田
大広戸

119専用電話

25件

事後聞知

8件

加入電話

2件

警察専用

1件

その他

1件

68％

5％

22％

3％ 3％

建物

19件

車両

10件

その他

8件

51％

27％

22％
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令和元年
（平成31年） 6 1 1 4 2 0 2 2 2 0 1 0 4 9 8 42

令和2年 6 1 0 3 0 0 1 1 4 4 1 1 8 6 5 41

令和3年 3 1 0 3 0 0 2 3 0 3 0 1 5 10 13 44

令和4年 2 0 2 1 1 0 4 4 1 0 0 1 1 6 8 31

令和5年 6 0 0 4 0 0 0 1 1 5 0 0 3 13 4 37

令和５年

（６）　出火原因別件数
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令 令 令 令 令

和 和 和 和 和

元 2 3 4 5

年 年 年 年 年

0時～1時 3 1 2 0 0

1時～2時 1 1 1 0 0

2時～3時 0 1 1 0 0

3時～4時 0 2 1 1 0

4時～5時 0 1 0 0 2

5時～6時 1 4 1 0 0

6時～7時 0 1 1 1 0

7時～8時 1 1 0 2 2

8時～9時 4 1 3 2 0

9時～10時 3 1 1 1 2

10時～11時 3 4 3 3 3

11時～12時 0 1 3 3 3

12時～13時 1 2 3 2 4

13時～14時 5 3 0 0 1

14時～15時 6 2 3 5 2

15時～16時 2 2 2 3 1

16時～17時 1 1 4 0 1

17時～18時 2 2 1 0 2

18時～19時 3 2 2 5 3

19時～20時 1 0 2 0 2

20時～21時 0 3 1 1 4

21時～22時 2 2 4 1 3

22時～23時 0 1 2 0 0

23時～24時 2 2 1 0 1

不明 1 0 2 1 1

計 42 41 44 31 37

（８）　時間帯別火災発生件数

令和５年

0 1 2 3 4 5

不明

23時～24時

22時～23時

21時～22時

20時～21時

19時～20時

18時～19時

17時～18時

16時～17時

15時～16時

14時～15時

13時～14時

12時～13時

11時～12時

10時～11時

9時～10時

8時～9時

7時～8時

6時～7時

5時～6時

4時～5時

3時～4時

2時～3時

1時～2時

0時～1時
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令和元年
（平成３1年）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

本　 署 9 4 14 10 8
南分署 11 13 16 8 8
北分署 22 24 14 13 21

計 42 41 44 31 37

　

令和元年
（平成３1年）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

 東和地区 12 14 16 9 9
 彦成地区 17 16 14 10 8
 早稲田地区 13 11 14 12 20

計 42 41 44 31 37

（９） 管内別火災発生件数の推移

（１０） 地区別火災発生件数の推移

0

5

10

15

20

令和元年

（平成３1年）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

東和地区

彦成地区

早稲田地区

0

5

10

15

20

25

令和元年

（平成３1年）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

本 署

南分署

北分署

47



　

※　令和5年の数値は概数です。令和4年の数値は確定値です。　（総務省消防防災情報室データより）
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　　４　令和５年の火災概況 （全国）

負　傷　者　　（人）
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4.1
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2,167
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たばこ

出火原因別

3,105 8.6%

放火の疑い

たき火

5.6%

令和4年

1,468 4.0%

林野焼損面積   （ａ）
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